
審査順位 ６ 

抽 出 案 件 説 明 書 

部局（課）名  教育委員会 文化財課 

工 事 名 
【190】原城跡法肩復旧工事 

【202】日野江城跡崖面等復旧工事（災害復旧） 

抽 出 委 員 本田 博德 委員 

抽 出 理 由 

・両件とも 1者のみ参加で競争性が低いと思われる。前回、工法

選定は史跡原城跡・日野江城跡専門委員会において決定とありま

したので、今回は、調査から工法決定までの過程を伺いたい。 

起 工 理 由 

【190】 

原城跡の本丸広場において、豪雨等により法肩の崩落が発生し

ており、早急な復旧が必要となっている。 

令和２年度及び令和３年度に実施設計を行い決定した工法に

より復旧工事を行うものである。 

【202】 

日野江城跡において、令和３年８月の豪雨により崩落が発生

し、早急な復旧が必要となっている。本丸南側の崖面については

測量実施設計により決定した復旧工法で施工を実施し、三ノ丸の

法面においては土のう積工による復旧を実施するものである。 

工 事 概 要 

【190】 

連続繊維補強土工 V=91m3 植生工 A=190m2 

軽量盛土工 V=308m3 壁面工 A=129m2 

【202】 

連続繊維補強土工 V=156m3 植生工 A=390m2 

軽量盛土工 V=128m3 崩落土砂整地工 A=190m2 

入 札 方 式 制限付一般競争入札 

入札参加資格 

（建設業許可に関する条件） 

 ・建設業法第３条に基づく、とび・土工・コンクリート工事に

係る許可を有すること 

（営業所の所在地、格付等級等に関する条件） 

 ・市内に主たる営業所（本社）又は受任営業所を有する者 

 ・県内に主たる営業所（本社）又は受任営業所を有する者 

  ただし、県内に主たる営業所（本社）を有する者 

【190】（年間平均完成工事高）※法面処理工事に限る 

 ・市内業者（本社、委任営業所） ６千万円 以上 

 ・県内業者（本社、委任営業所） ６千万円 以上 

【202】（年間平均完成工事高）※法面処理工事に限る 

 ・市内業者（本社、委任営業所） ５千万円 以上 

 ・県内業者（本社、委任営業所） ５千万円 以上 



入札参加資格 

設 定 の 経 緯 

理 由 

南島原市建設工事入札制度合理化対策要綱、南島原市建設工事 

一般競争入札実施要綱に基づき設定、 

【190】令和 4年 7月 19 日【202】令和 4年 8 月 2日開催の 

南島原市競争参加資格委員会で上記の参加資格要件を決定 

入札参加者数 【190】【202】1 者 

入 札 の 経 緯 

【190】       【102】 

入札公告日 令和 4年 7 月 22 日  令和 4年 8 月 5 日 

開 札 日 令和 4年 8 月 12 日  令和 4年 8 月 29 日 

入 札 会 場       西有家庁舎（電子入札） 

入 札 結 果  

【190】原城跡法肩復旧工事 

予定価格（税抜き）    46,834,000 円 

最低制限価格（税抜き）  42,257,000 円 

落札額（税抜き）     44,500,000 円 

落札率          95.02％ 

最低制限価格に係る係数  1.00251341 

有効入札         1 者 

 

 

【202】日野江城跡崖面等復旧工事（災害復旧） 

予定価格（税抜き）    41,631,000 円 

最低制限価格（税抜き）  37,392,000 円 

落札額（税抜き）     38,950,000 円 

落札率          93.56％ 

最低制限価格に係る係数  0.99714896 

有効入札         1 者 

 

 

 

 

 


